
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せたがやチャイルドラインでは、１９９８年

から電話で子どもの声を聴いてきました。 

 このたび報告会を開催し、２２年間の電話で

の活動や、新たに２０２０年９月から開始した

チャットでの活動の中で見えてきた子どもの姿

を皆様にお伝えし、子どもに関わるおとなに何

ができるのかを考える機会を持てればと思いま

す。 

 また、昨年度に開催した講演会の中で、子ど

もとのかかわり方に悩むおとなの姿も見えてき

ました。報告会に引き続き、子どもと関わるお

とな自身が体験的に学ぶ機会として、「ＮＰＯ

法人きづく」代表の森郁子さんによるワークシ

ョップを開催します。たたかない・怒鳴らない

子育て、子どもへのかかわり方について一緒に

学んでみませんか。 

ファシリテーター  

森郁子さん 

（NPO法人きづく代表） 

７月４日（日）12:00～15:00（２部制） 

参加無料 

申 込 
メール または ＦＡＸ 

（裏面参照） 
 

お問合せ 

 

せたがやチャイルドライン事務局（世田谷ボランティア協会内）  

TEL: 03-5712-5101 FAX: 03-3410-3811 メール: childline@otagaisama.or.jp 

日  時 

内 容 

第１部 チャット事業報告会（12：00～12：50） 

「子どもの声を聴くということ～ 

せたがやチャイルドライン・チャット事業開始から一年を振り返って」 

開催方法：WEB会議ツール「ZOOM」（募集人数 50名） 

コメント：森郁子さん（NPO法人きづく代表） 

宮川哲弥さん（東京都市大学准教授） 

 

第２部 ワークショップ（13：00～15：00） 

「たたかない・怒鳴らない子育て～ポジティブ・ディシプリン体験プログラム」 

  会場：東京都市大学 二子玉川 夢キャンパス（募集人数 24名） 

ファシリテーター:森郁子さん 

※第１部、第２部両方に参加される方は 

12：00までに会場に集合してください。（裏面の地図参照） 
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※本報告会は、「東急子ども応援プログラム」の助成により行われます 

東京都市大学人間科学児童学科 

準教授  

宮川哲弥さん 

（NPO法人きづく代表） 

会場提供 



●参加申込書● 

メールまたは FAXでお申込みください。 

※メールでお申し込みの場合は、件名に「7/4. 報告会＆ワークショップ申込」本文に「氏名、所属、電話番

号、メールアドレス、報告会のみ参加/報告会及びワークショップ参加」を記入して、ご送信ください。 

携帯電話からメールでお申し込みの場合には、パソコンからメールが受信できるように設定をして下さい。 

 

FAX: ０３－３４１０－３８１１ 

E-mail: childline@otagaisama.or.jp  

ふりがな 

氏 名 

 

 

※複数申込みの場合は、本人を含めた参加人数（  人） 

所 属 
 

 
第１部参加 第２部参加 

連絡先 

電話                  FAX 

 

メールアドレス 

※お預かりした個人情報は、せたがやチャイルドラインに関わる連絡・情報提供のために利用します。 

子どもたちからの声をそのまま受けとめ、子どものこころを聴くことを大切にする電話。 
それがチャイルドラインです。 

1998年に日本ではじめて世田谷で試行されて、 
今では全国で約 70か所のチャイルドラインがフリーダイヤルで電話を受けています。 

 

WEB会議ツール「ZOOM」でのご参加には、インターネットに接続した 

パソコン・タブレット端末・スマートフォンが必要です。 

せたがやチャイルドライン 

・会場 
世田谷区玉川二丁目 21番 1号二子玉川ライズ・オフィス 8階 

・アクセス 
東急田園都市線・大井町線「二子玉川駅」下車 徒歩 1分 

 

※専用駐車場はありません。お車でお越しの場合は周辺の有料駐 

車場をご利用いただくか、公共交通機関でご来館ください。 

※マスク着用でのご参加をお願いいたします。ご自身、ご家族などが 

体調不良（発熱・咳・倦怠感・風邪症状など）の場合には、恐れ入り 

ますが、ご来場をお控えください。 

※会場での検温、手洗いもしくは手指のアルコール消毒のご協力を 

お願いいたします。 

※新型コロナウィルス感染症拡大等の状況により、会場でのワークシ 

ョップは延期または中止の可能性があります。 


